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Cましカミき

1．はじめに

この講座は『数学I』の重要事項を整理しながら，問題についての〈考え

方＞ 〈解き方＞を身につけることを目標にしている講座である。数学Iは高

校数学の基礎でセンターテストでも必修である。この夏休みに実力をアップ

させることが最も大切である。次の学習法をまもって効果をあげてもらいた

い。

2．内容と学習法

（1）最近の入試問題の中から基本から標準的な内容のもので，必ず身につけ

てもらいたい問題を集めて編集してある。

（2） 各節毎に重要事項をまとめてあるから，教科書を併用してそれらを再確

認する。

（3）一応自分で考えてノートに解いてみる。解けなくても予習することで講

義がよく理解でき身につくはずである。

（4） 予習ができなければ復習を中心にする。

以上であるが，夏休みは気がゆるみ， これらを完全に実行するのは難しい

ことであるが，できるだけ努力して学習すれば短期間の講習でもそれなりに

効果をあげることができよう。



ｏ
Ｉ
ｌ
Ｉ
■
■
！
屋
屋
８
曲
…
鷺
＃
胃
圃
蜘
！
’
§
Ｂ
■
■
Ｉ
！
Ⅲ
閏
‐
除
馬
脚
閲
！
１
日
■
１
劃
§
Ⅲ
ｄ
ｉ
悪
墓
箭
畠
“
恩
・
司
孟
瞥
悪
↓
蔦
，
書
篭
祁
著
笥
翼
罰
’
荊
釧
珊
司
輔
１
号
雪
言
豊
苛
を
Ｈ
Ｆ
剰
釧
訓
副
計

R欠目

４
６
８

数と式第1回

方程式・不等式第2回

関数とグラフ第3回

10図形と方程式第4回

12三角比第5回

一わ垂郎●７■１盈画Ⅱ１３＃Ｈ削囲用調１１１１１４Ｊ＃１９１１１１１１１

Ｉ
ｐ
ｌ
Ｆ
』
８
０
匹
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
０
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
０
０
■
■
９
０
２
０
Ⅱ
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
凸
０
０
凸
■
■
９
Ｎ
且
■
Ⅱ
Ⅱ
日
Ｂ
９
６
９
Ｉ
９
ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
↓
４
１
１
↓
ｌ
■
Ⅱ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
日
中
‐
１
．
１
６
Ｉ
Ｌ
０
，
ｒ
４
１
Ⅱ
１
１

｜
I

－3－



x 頚hr. 11台 ，綴3皇

第1回数と式

【'] (1) Jす二L/rの整数部分をα，小数部分をβとするとき，

α2＋β』の値を求めよ。

(2) ”'一難-‘=，のとき"'一幸の値を求めよ。

’
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【2] (1) x, yが実数のとき

(2+i)gr+(3-2Z)y=-9+20iを満たすズ, yを求めよ。

（2） （α＋2へ/す)3＝6＋30,/宮を満たす自然数α， 6を求めよ。

’

’

’
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【3] (1) a>0でX3+2ズ2+aズ+6がズ2+aX+6で割り切れる

とき, c, 6の値を求めよ。

(2) xについての整式/(ズ）をx2+1, ズ+2で割ったときの余りが，

それぞれx+1 , 2であった。/(x)を(x2+1)(x+2)で割っ

たときの余りを求めよ。

【4】α’ 6を正の整数とするときα＋6とa6を7で割ると余りがそれ

ぞれ4と2であった。このとき， α3＋63を7で割った余りを求めよ。

ー
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第2回方程式・不等式

【5】 2次方程式x2－aX-2a=0の1つの解αが正でα2=6+3/~g

とする。

(1) αを求めよ。 (2) ＠の値を定めよ。

'3} 他の解をβとするとき子十箸の値を求めよ。
Ｅ
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【6】不等式X2+X-6≧O……①, X2+X-30<O……②，

(x-3a+10)(x－a2+7)<0．．…．③について

(1)O②を同時に満たすxの範囲を求めよ。

（2）①，②，③のすべてを同時に満たすxが存在しないための定数αの条

件を求めよ。

－6－



§蕨 ､夢 】 I 凸I

【7】X2－2ズ＋α＝0……①, x2-4x+6=0……②, X2-8ズ+C

=0……③において，①と②，②と③，①と③はそれぞれ共通解をもち，

①と②と③のすべてに共通な解はないとする。このとき, a, 6, cを求

めよ◎

【81 0<a<6, a+6=1

l a2+62

. (1) a6,-,

であるとき，次の大小を比較せよ。

2 2

(2) 1, JF+､/万， へ/万一べ/万， へ/万三~万

－7－
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第3回関数とグラフ

【9】点（－3， －5）を通る放物線y=X2+ax+6……①と点(2,

－2）を通る放物線y=X2+CX+α……②とが直線X=1に関し

て対称なとき，定数α, 6, c, αの値はα＝仁二コ, 6=に二二], c=

ここ。‘=に二ｺである｡このとき点(L=)に関して①の放物線
と対称な放物線はy=仁二コ･･･…③であり，③は点(3,に二コ）を通

る。

【1O】関数y=| x2-4 1のグラフと直線ズー2y+2a=0との共通点

の数は実数αの値によって異なり，に二コのときは0個,E二コのときは

1個，に二コのときは2個仁二コのときは3個，E二コのときは4個で

ある。

－8 ・‐
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【ll】実数X, yが2X+y=l , X≧0, y≧0を満たすとき

(l) Xがとりうる値の範囲を求めよ。

(2) x2+2y2の最大値および最小値と， そのときのX, yの値を求め

よ。

’

｜
’

【12】曲線y=JZ~=~r と接している直線がある。この直線はX軸と45｡

で交わっている。

(1)接点Pの座標，およびこの接線がy軸と交わる点Qの座標を求めよ。

(2) Pにおいて接線と直交する直線がx軸と交わる点Rの座標を求めよ。

’

l
I

l

－9－
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第4回図形と方程式

【13】方程式Z ! :x+y+(3一え)=0, J 2 :x一(2+")y－l=0,

1 :! : (2－た）ズーy+2=0で表される相異なる直線がある。

(1) 2直線J 1 , 山が交わらないとき良=[二二コである。

（2） 3直線Z 1 , Z 2, j :!が1点で交わるときた＝仁二コである。

１
１
１

【14】原点から直線y=X－a2+4α－7へ下ろした垂線の長さは, aの

関数仁二コで表されるから，実数＠の値がいろいろと変わるならば， α＝

E二コのとき，垂線の長さは最短になり， その長さは仁二コとなる。

-10-
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【15】円x2+y2-4X+3=0について

(1) 点(0, 1)からこの円にひいた接線の方程式を求めよ。

（2） 原点を通る直線がこの円と2点で交わるとき， この円によって切り取

られる線分の中点の軌跡の方程式を求めよ。

（3） この円とx2+y2-3=0で表される円の共通部分の面積を求めよ。
’
’
１
１
１
．
１

【16]xy平面上で，不等式2X-5y+9≧0, 4X-y-9≦0, ズ＋

2y≧0を同時に満たす点(x, y)の存在する領域をDとする。

(1)領域Dを図示せよ。

（2）点(x, y)が領域D内を動くとき, 2X+yの最大値および最小

値を求めよ。

(3) xy平面上で，不等式y≧廓x－2を満たす点(x, y)の存在す

る領域をD′ とする。領域Dの点がすべて領域D′に含まれるような廓

の範囲を求めよ。

-ll-



1 ， ．I彼 、 0』 2

第5回三角比

【17) (l) 次の各式の値を求めよ。

（ア) (sinlO・ 一coslO｡ )2旦卜(sin80｡ +cos80｡ )2

（イ) tan(45｡ +9)×tan(45° －8)×tan30o

⑫) sine-cos9=告のときsin39-cos39の値を求めよ。

【181 (1) /(x)=cosx+sin2x(0° ≦x≦180｡ )の最大値，最小値とそ

のときのxの値を求めよ。

（2）方程式 5-4cos2ズー4sinx=0 (0=x≦90｡ )を解け。

（3）不等式 2cosX-3tanx≧0 (0。 ≦x≦180｡ )を解け。

１

１

｜

’

｜
’
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澱 凸も ③

【l9]AB=4､/~g, BC=7, AC=5である△ABCにおいて

ll) ≦ABCの角度を求めよ。

(2) 4ACB=8とする。このときsin9の値を求めよ。

(3) AABCの面積を求めよ。

(4) AABCの内接円，外接円の半径をそれぞれ求めよ。

ｎ
ｏ
｜
ワ
｝

【20】 3辺の長さがx－l , 4－xである三角形がある。

１

１

１

１
２
３

ｉ
１
１

xの値の範囲を求めよ。

4－xの長さの辺が最大辺となるxの値の範囲を求めよ。

x－lの長さの辺の対角の大きさが60.のとき, Xの値（xの値はいく らか。
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